
令和7年9月市議会  建設水道委員会資料　
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第89号議案
令和7年度長崎市一般会計補正予算（第3号）
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令和8年4月1日から使用料を改定することに伴い、新たに経費が生じるもののうち、稲佐山公園展望台駐車場
カーゲートの更新を行うもの。

なお、使用料改定に伴う看板等の改修費用については11月補正で全庁統一して計上する予定であるが、稲佐山
公園展望台駐車場カーゲートについては契約から納品までに約3～4か月を要することから9月補正に計上するもの。

1 事業概要

予 算 説明 書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

30～31 8
土木費

5
都市計画費

6
公園費

1-1 【単独】公園施設整備事業費
稲佐山公園

千円
11,800

稲佐山公園展望台駐車場カーゲート（１基）の更新 11,800千円

2 補正の内容

3 スケジュール

年度 令和７年度

月 ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

稲佐山公園展望台駐車場
カーゲート更新

契約 撤去・設置

入札

使用料議決
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K

4 財源内訳

区分 事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債※ その他 一般財源

補正前の額
千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

千円
－

補正額
千円
11,800

千円
－

千円
－

千円
10,600

千円
－

千円
1,200

補正後の額
千円
11,800

千円
－

千円
－

千円
10,600

千円
－

千円
1,200

※ 起債充当率 地方負担分の90％（地域活性化事業債）（交付税措置率 30％）
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5 現況写真
稲佐山公園展望台駐車場カーゲート（1基）
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(1)事業目的

異常な天然現象（最大24時間雨量80㎜以上、又は最大1時間雨量20㎜以上の降雨）により被災した道路施設を
公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法に基づき復旧するもの。

(2)補正予算理由

令和7年6月の梅雨前線豪雨により被災した道路の災害復旧工事を実施するため、災害復旧費を増額補正する
もの。

1 事業概要

補正額事 業 名
予 算 説 明 書

番号目項款ページ

千円

10,000
【補助】道路災害復旧費
現年度災害分

1-1

1
道路橋りょう

河川等
災害復旧費

2
公共土木
施設災害
復旧費

11
災害

復旧費32～33

2 事業内容

総事業費
（千円）

補助対象外
事業費
（千円）

補助対象
事業費
（千円）

延長
（ｍ）

被災状況

最大
1時間
雨量
（㎜）

最大
24時間
雨量
（㎜）

被災日場所路線名

11,6001,60010,00010.0路肩崩壊29.063.06月13日
本河内
3丁目

田手原町本河内線
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3 工程表（予定）

財 源 内 訳
事 業 費区分

一般財源その他地方債 ※2県支出金国庫支出金※1

千円
20

千円
－

千円
13,300

千円
－

千円
26,680

千円
40,000

当初予算額

千円
30

千円
－

千円
3,300

千円
－

千円
6,670

千円
10,000

9月補正額

千円
50

千円
－

千円
16,600

千円
－

千円
33,350

千円
50,000

補正後の額

※1 国庫負担率 2／3
※2 補助・直轄災害復旧事業債（現年） 起債充当率100％（交付税措置率95％）

4 財源内訳

令和7年6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令和8年1月 2月 3月

田手原町本河内線
●測量設計

●工事契約 ●

●災害査定

標準工期 135日

●災害発生

【単独】

【補助】

工
期
末

事業費：1,600千円

事業費：10,000千円
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5 位置図

：事業箇所

※補正箇所：赤色文字の箇所

国道 324 号 

国道 202 号 
国道 206 号 

国道 251 号 

国道 34 号 

国道 499 号 

JR 長崎駅 

【補助】道路災害復旧費 現年度災害分

田手原町本河内線
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6 平面図

被災箇所

長崎芒塚
インター

至 東長崎方面
→

・補正内容
被災延長 L=10m
崩壊幅 W=2m、高さ H=5m
工事費 10,000千円

・復旧見込
令和8年3月

至 長崎市街方面
←

本河内
高部ダム
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(1)事業目的

異常な天然現象（最大24時間雨量80㎜以上、又は最大1時間雨量20㎜以上の降雨）により被災した補助対象外
となる部分の道路施設を復旧するもの。

(2)補正予算理由

令和7年6月の梅雨前線豪雨により被災した道路の災害復旧工事を実施するため、災害復旧費を増額補正する
もの。

1 事業概要

補正額事 業 名
予 算 説 明 書

番号目項款ページ

千円

1,600
【単独】道路災害復旧費
現年度災害分

2-1

1
道路橋りょう

河川等
災害復旧費

2
公共土木
施設災害
復旧費

11
災害

復旧費32～33

2 事業内容

総事業費
（千円）

補助対象外
事業費
（千円）

補助対象
事業費
（千円）

延長
（ｍ）

被災状況

最大
1時間
雨量
（㎜）

最大
24時間
雨量
（㎜）

被災日場所路線名

11,6001,60010,00010.0路肩崩壊29.063.06月13日
本河内
3丁目

田手原町本河内線
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3 工程表（予定）

財 源 内 訳
事 業 費区分

一般財源その他地方債 ※県支出金国庫支出金

千円
0

千円
－

千円
10,000

千円
－

千円
－

千円
10,000

当初予算額

千円
0

千円
－

千円
1,600

千円
－

千円
－

千円
1,600

9月補正額

千円
0

千円
－

千円
11,600

千円
－

千円
－

千円
11,600

補正後の額

※ 一般単独災害復旧事業債 起債充当率100％（交付税措置率47.5～85.5％）

4 財源内訳

令和7年6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令和8年1月 2月 3月

田手原町本河内線
●測量設計

●工事契約 ●

●災害査定

標準工期 135日

●災害発生

【単独】

【補助】

工
期
末

事業費：1,600千円

事業費：10,000千円
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5 位置図

：事業箇所

※補正箇所：赤色文字の箇所

国道 324 号 

国道 202 号 
国道 206 号 

国道 251 号 

国道 34 号 

国道 499 号 

JR 長崎駅 

【単独】道路災害復旧費 現年度災害分

田手原町本河内線

-11-



6 平面図

被災箇所

長崎芒塚
インター

至 東長崎方面
→

・補正内容
被災延長 L=10m
崩壊幅 W=2m、高さ H=5m
測量設計 1,600千円

・復旧見込
令和8年3月

至 長崎市街方面
←

本河内
高部ダム
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